
分析手順８ステップ

分析・情報

３つの試案/連携

・ 子供の行動観察、
子供と教師のやり
とりから分析

・ 「適切な行動を増
やす視点」や「子
供の強みを活かす
視点」

・ 今の子供に合うス
モールステップの
目標設定

① 対応困難なエピ
ソードの記入

② 子供の行動の
真意/目的を推測

③ 子供の適切な面
の見取り

④ 子供の強み・特性
の記入

⑤ この場面で学んで
ほしいことの設定

⑥ 教師の対応の代替
案を作成

⑦ ３つの試案/連携
の検討

⑧ 代替案/試案を
チェック

・ インクルーシブな環境づくりにつながる「人的支援」、「物的支援」、
「多様性を認め合う集団へのアプローチ」の視点から支援を検討

・ 校内や校外との連携や個別の支援計画/指導計画への反映も検討

・ 使い方ガイドは、
分析手順の見本
一覧

・ 動画は、スライドと
音声のナビゲート
で１人でもシート
作成が可能

使い方QRコード



支援の参考に
するものを、
教師自身が自
己決定。

子供の実態
把握をする
際に活用。

障害種に応じ
て視点の例を
掲載。

【観察】→【方向づけ】→【支援の決定】→
【支援の実行】を定期的に繰り返すことで、
より子供の教育的ニーズにあった支援へ。

＊方向づけ：背景の分析、ニーズの特定、目標設定

子供との信頼関係
の形成、特別支援
教育の基本的な考
えの一例。

支援策を創出する
前段階で、簡単に
参照できる支援の
アイディア等。

支援の提案を創
出をする際のプ
ロンプト項目例。

シートに書き出
した項目を参照
しながら入力。

参考となる支援

支援の視点
となる

キーワード

チェックリスト

定期的な繰り返しの提案

支援のアイディア集

生成AIの活用
プロンプト

シート画像＋プロンプト
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